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【事業所概要（事業所記入）】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

法人名

事業所名

サービス種類

所在地

自己評価作成日

【事業所基本情報】

【評価機関概要（評価機関記入）】 【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

評価機関名

所在地

訪問調査日

「ここが私のパラダイスという安心」「今まで生きてきて良かったという喜び」「まだまだ長生きし
たいという希望」を感じていただけるような心のこもった介護の提供に日々努力しています。「健
康を食の面から支える」の実現のため、可能な限り手作りにこだわり、豊富な食材を和洋中に
組み合わせ、味付け、盛り付け、栄養のバランスを考慮した食事にスイーツまたはデザートを
添えて提供しています。よくしゃべり、よく動き、よく笑い、生きがいが持てるよう、多彩なアク
ティビティやレクリエーションの提供に心がけています。一人一人の好みに対応し、感染症防
止、清潔が保たれた完全個浴を実施しています。絵画や書を飾り、うるおいのある生活空間を
創出しています。

自己評価及び外部評価　結果  

作成日  平成31年1月15日

特定非営利活動法人　評価機関あんしん

大阪府岸和田市三田町1278番地の2

グループホームやつなみ

認知症対応型共同生活介護

和歌山県和歌山市西庄489

平成30年11月30日

グループホームやつなみは、女性利用者が多く、毎朝「お化粧タイム」を設け、それぞれ鏡に向
かって化粧をする等身だしなみを整える習慣を大切にしている。
毎週木曜日に「ふれあいカフェ」を開催したり、支援学校の音楽祭や中学校の文化祭の見学に
訪れたり、地元の中学生の職場体験の受け入れや事業所主催の秋祭りなど、地域と円滑な交
流を図っている。
職員が働きやすい環境つくりのため、職員から話を聞く機会を設けたり、企画提案の採用や人
権擁護・高齢者の尊厳などの勉強会を実施している。職員のストレスケアや知識向上が利用
者へのサービス向上に繋がっている。利用者を行動制限することなく、寄り添うケアの実現を
目指している。
入浴は完全個浴で対応している。そのため湯温や湯量など利用者の好みに合わせて入浴でき
る。また感染症予防に努めており、浴槽は一人終わるごとに洗浄し、湯をすべて入れ替えると
いう徹底振りである。
食事が楽しめるように、事業所菜園で収穫した野菜を調理したり、料理にあった食器などを使
用して見た目にもこだわり、食欲が増すように工夫している。

平成31年2月14日

平成30年12月17日

情報提供票を活用する場合 （別添情報提供票のとおり）

3090100797

社会福祉法人やつなみ

http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php

評価結果市町村受理日

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合

http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php
http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php
http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php
http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php
http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php
http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php


実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と職員
は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりながら暮らし続
けられるよう、事業所自体が地域の一員と
して日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている
認知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

Ⅰ．理念に基づく運営

3

11

毎朝礼時に、やつなみ理念を唱和し、項
目に即応した理念の内容をかみくだいて
説明し、理解できるよう努めている。職
員間のばらつきは気になるところではあ
るが、理解と実践共に出来るようになっ
ている職員も存在している。

近隣の公立中学校や支援学校の行事に招
待を頂くので参加している。また中学校
の職場体験を受け入れている。事業所内
にて「ふれあいカフェ」を開催すること
で事業所を開放する日時を設け、地域住
民と事業所利用者の交流が図れている。

「ふれあいカフェ」の開催日には、認知
症に限らず介護全般のことについての相
談を受け付けるため、介護支援専門員、
介護福祉士などの有資格者が詰めるよう
にしている

事業所は「ふれあいカフェ」を毎週木曜
日に開催し、月に１度は認知症の啓発
イベントを行い、近隣住民等が興味を
そそるようなテーマで講座を開き、より
多くの人に参加してもらえるような工夫
をしている。利用者や家族、近隣住民
等２０名程度が参加し交流の場となっ
ている。支援学校の音楽祭や中学校
の文化祭の見学に訪れたり、地元の中
学生の職場体験の受け入れを行って
いる。

項目

外部評価自己評価

実施状況

2 2

自
己
評
価

外
部
評
価

職員は法人理念を毎朝礼時に唱和し
理念の共有を図っている。管理者は、
入職時の他、年に1回は全職員を対象
に理念に関する研修を実施し、理念の
理解を深めている。また、奉仕の心、
博愛精神が向上発展しているかを確認
することで、理念の実践につなげ、日
常のケアに反映している。家族会を通
じて家族に理念について理解を深めて
もらう機会としている。



○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取組み
を積極的に伝えながら協力関係を築くよう
に取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介護予防
サービス基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束しないケアに取り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所ないでの虐待が見過ごされることがな
いよう注意を払い、防止に努めている
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入居者待機者状況の報告を概ね毎月行っ
ている。事故が発生した場合には事故報
告を行っている。

運営推進会議は２ヵ月ごとに開催し、
自治会長・民生委員・地域包括支援セ
ンター職員・家族、時には利用者も参
加している。事業所の活動報告や地域
の行事、防災対策や看取り介護の助
言など様々な意見交換を行っている。
会議の内容は議事録の閲覧や朝礼を
通じて職員間で情報を共有するととも
に、日常のケアや運営面に反映してい
る。

事業所の事故や空き室状況の報告や
制度に関する相談や情報開示に関す
ることなどで市の職員を訪ねて助言等
を受けている。県や市の老人福祉施設
協議会に参加し、市の職員と行事や研
修などについて意見交換をしている。
事業所が主催する秋祭りには市長や
市の担当職員も参加するなど協力関
係を築いている。

年に1回程度は言葉かけの研修を開催
したり、毎月の勉強会の中で時事
ニュースを題材にして、身体拘束をしな
いケアについて話し合っている。日中
はユニットごとの出入口や玄関は開錠
している。外に出かけることも自由で、
職員は見守りを中心としている。

基準が理解できていない職員がないわけ
ではないが、法人の方針として、日中に
おいては玄関までのすべての出入り口、
居室のどこにも施錠は行っていないし、
人権研修や、虐待防止研修、身体拘束禁
止の研修はセットで行い、身体拘束のな
いケアに取り組んでいる。

包括支援センター職員からは制度の動向
や地域における社会資源の情報提供して
もらい、自治会長からは地区住民の受け
入れや清掃協力の依頼を頂いている。民
生委員、家族代表の方からは事業所での
サービス提供状況の質問を頂き、回答を
行っており、必要に応じて評価を頂き、
サービスの向上に活かせていると思って
いる。

TV,新聞等で報道されていることに関心を持
ち他山の石にすることなく互いにチェック機
能を働かせて虐待に至らないように取り組ん
でいるし、研修も行っている。



○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見人制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員並びに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、それらを反
映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる
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代表者が管理者として常時、現場に出てお
り、職場環境についてはつぶさに見て感じて
対応しているほか、手当の支給時に面談を
行い、勤務状況について職員から聞き取りを
行っている。

家族さんからの電話連絡はいつでも受け入
れている。施設からの報告は家族交流会を
通じて行い、意見や希望は運営推進会議や
利用者家族の会代表の方を通じて聞きとり、
運営に反映させている。

代表者が管理者として常時、現場に出ており
朝礼時に意見や提案を聞く機会がある。ケア
会議を通じても意見や提案を聞くことができ
ており、運営に反映させることができている。

入居者のうち１名が後見人制度を利用してい
ているので実際に事例として知る機会を得て
いる。
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11 7

重要事項説明書を利用者・ご家族の前で読
み上げ納得、同意いただいたうえで、利用開
始前に契約書を交わしている。改定時には
書面を提示し理解を得ることとしている。

日頃の家族の訪問時や電話連絡時、
また家族会の時に積極的に意見を聴
き取っている。利用者が不満に思って
いることなども家族から聴き取ることが
ある。利用者や家族から聴き取った意
見は、日誌に記録して職員間で共有し
ている。これまでケアに関することや電
気代の不公平感解消などを運営に反
映している。

管理者は年２回の個別面談を行い、職
員の意見や悩み、目指している介護が
できているかなどを聴き取っている。そ
の他、職員の意見は毎月のケア会議
や個人的な企画書で提案がある。利用
者の心身状況の見直し案や大掃除の
手順、物品の購入など職員の意見が
運営に反映できるように取り組んでい
る。



○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際の力量を把握し、法人内外の研修
を受ける機会の確保や、働きながらトレー
ニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

 職員は、本人を介護される一方の立場に置
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている
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Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

17

お寿司やカレー、テーブルクッキングの際に準備に
関わってもらったり、畑作業や収穫、草引きを共に
行う。掃除の時間には声を掛け合って共に行う。ひ
な人形、五月人形の出し入れ、七夕やお月見など季
節の行事に際しての諸準備もともに行っている。介
護を行うにあたっては、意向の確認、自尊心の尊重
と自立支援に資することの重要性が理解できるよう
研修を行っている。

ご本人、家族、親族が見学に来られた際
は、その都度案内し、同時に施設の説明
を行うと同時に、利用者様の状態や環
境、主訴などについても聞き取りを行
い、理解してもらったうえで入居申し込
みをしてもらっており、見学対応、申込
の記録として保存している。

家族さんの訴えや介護の実態を聞き取
り、入居後においても連絡報告相談を
行っている。

代表者は、老人福祉施設協議会の会合や
研修に参加することで、同業者の状況や
意見を聞く機会がある。そのことを施設
職員に伝達を行い、サービスの質の向上
に努めている。また可能な場合は管理者
や職員をその会合や研修に同行させてい
る。

ご本人の意思や意向を第一に尊重して対応し
たい旨をまず伝える。入居に際しては、ご本
人様が馴染めるかどうかを支援の基本にして
いることも伝えている。見学対応の記録を
行っていくことで他のサービス利用の選択肢
提供もできると感じている。

職員の育成体制が整うよう試行錯誤しなが
らも努力している。研修計画を立てて実施で
きるよう努めているほか、資格取得の推奨及
び支援、資格取得のための費用補助を行う
ことで資格取得できた職員がいる。

16



○本人と共に過ごし支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方の立場に置
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わり
合い、支え合えるような支援に努めて
いる

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了しても、こ
れまでの関係性を大切にしながら、必要に
応じて本人・家族の経過をフォローし、相
談や支援に努めている

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している
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面会はインフルエンザの流行時を除き制限を
設けずいつでも自由に行っていただいてい
る。通院の際にはお声をかけて付き添ってい
ただき、車いすをお貸ししての散歩、傾聴、
かるたの札読みや工作、畑つくりの手伝い、
音楽活動などご家族の参加を促し、参加して
いただいている。
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退所された方の入所先、入院先に訪問し
様子を伺ったり、退所された方のご家族
から電話にて、その後の様子について連
絡をいただくこともある。

「わたしのこと知ってほシート」の活
用、３か月ごとの介護状況の把握などに
より、職員間で共有しているが、職員間
で認識にばらつきがある。

家族や知人など、馴染みの人がいつで
も面会ができるように面会時間に制限
は設けていない。お墓参りや自宅への
外泊など、家族の協力を得て馴染みの
場へ行くことができるように支援してい
る。
「ふれあいカフェ」や日頃の散歩で近隣
住民と挨拶を交わすことも、新たな顔
馴染みをつくる機会となっている。

家族に限らず、友人の方どなたにも面会して
もらっている。面会に際し、同意を得られた
場合には少しの時間同席さしてもらい、ご入
居前のご様子や関わりなどを知るうえで参考
にしている。入居前からの美容院を利用し続
けている入居者もいる。

入居者様同士気の合う人を見極め、座席
の配慮をしたり、レクリエーション活動
の際も声掛けを行い輪の中に誘うよう努
力している。散歩などの外出も一緒に行
い親しめる状況をつくり、交流を図って
もらえるようにしている。

利用者ごとに担当職員を決めており、
どの職員も利用者がリラックスできる時
間帯に希望や意向などを聴き取ってい
る。意思疎通が難しい時は表情や仕
草、利用者と同じ行動をしてみるなどで
意向が把握できるように努めている。
聴き取った意向等は申し送りノートや
事業所独自の「ＡＤＬの調査表」に記載
し職員間で共有している。



○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスにとら
われない、柔軟な支援やサービスの多機能
化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

28

10

25

27

介護計画書は３ヵ月ごとにモニタリング
し、心身の状況や目標に変わりがない
場合は計画書を継続している。心身の
状況に変化があれば、随時見直しを
行っている。ケアマネージャーが利用
者や家族の希望や意見を聴き取り、介
護職員の意見も参考に計画書を作成
している。

26

29

入居者が地域の一員として暮らしていけるよ
う近くの理容店を利用したり、１００均
ショップやホームセンターに買い物に行った
り、公立学校との交流、初もうでや秋祭り見
物などを通じて豊かな暮らしを目指している
ほか、週１回開催の「ふれあいカフェ」によ
り地域資源の施設内への取り込みができてい
る。

ユニット間の交流、小規模多機能施設の
利用者との交流、外部からの事業所利用
者との交流を図り、より多くの人間関係
が生まれ、楽しみが増えるように努めて
いきたい。ご家族の希望により事業所の
福祉車両や車いす等を使ってもらい喜ば
れている。

24

ご本人やご家族から生活歴、職歴等差し
支えない限り聞き取りを行い、不明な点
についてはサービス利用の経過も含めて
在宅時の担当ケアマネージャーから情報
を得ている。

体調や心身の状況に応じたアクティビ
ティ、趣味や文化の程度を把握して生き
がいにつながるよう支援している。

ご本人、家族さん、管理者（ケアマネ）
の三者に加えて、職員が担当する利用者
の身体状況や介護状況を把握し、それに
より介護計画が作成できているケースも
できてきている。

個別記録による情報の共有はできてい
る。また、利用者ごとの担当職員による
身体状況、介護状況の把握と共有ができ
つつあり、介護計画の見直しに活かせて
いる。



○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるよう支援し
ている

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。又は、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

従来のかかりつけ医を継続して利用す
ることができるが、事業所の協力医は
週一度の訪問があるため、かかりつけ
医を変更する利用者も多い。家族の付
添いによる通院が難しい場合は、介護
保険サービス以外での実費負担により
職員が付き添っている。診察の内容は
家族へ電話連絡で報告している。朝礼
等で職員へ伝えて情報を共有してい
る。

入居時に重度化した場合や終末期に
ついて「看取りの指針」の説明を行い、
書面で同意を得ている。説明の際に、
利用者や家族の意向を聴き取ってい
る。職員にも看取りについてのマニュア
ルを作成し、研修などを行っている。今
までに１名を看取っている。

33 12

34

初期の対応についてマニュアルを策定し
ている。救急法やAEDの使用についての講
習は、管理者が受講し、職員にも周知は
しているが実践力は職員間で差がある状
態である。

法人における「看取りの指針」を作成
し、重度化した場合や終末期の在り方に
ついても様式に従い、ご本人、家族様の
お考えを記入していただいている。

32

30 11

31

病院の地域連携室、サポートセンターの
職員方とは日頃より親しくし情報を提供
するなど、入居者様にとってプラスにな
るよう心掛けている。入院中は希望によ
り洗濯物などを家族に代わって取りに行
くなど、病室にも出向き、病院関係者と
情報交換を行っている。退院時カンファ
レンスにも必ず出席している。

入居時に本人・家族さんとの希望をたずね、
施設の協力医にかかるか、従来のかかりつけ
医にかかるかの選択をしていただいている。
いずれを選択された場合でも、受診する際に
はご家族に様子を伝え、受診付添いの都合を
伺うこととしている。都合がつかない時や緊
急時には施設において受診し、結果等の連絡
を行っているし、ご家族により受診された場
合には、受診結果の聞き取りを行っている。
往診を行ってくださるかかりつけ医師もおら
れます。

週１回訪問看護ステーションから看護師
が来訪、体調やバイタルの管理、相談援
助を行ってくださり、特変や異常があれ
ば指示を行い、記録を残してくださって
いる。



○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシー
の確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけてい
る

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援している

37

38

一人ひとりの人格を尊重し、職員は日
頃から抑制のない言葉かけや目線の
高さを合わせること意識し、利用者と会
話している。利用者の意思が尊重でき
るように意思の確認を重視している。
人権擁護の研修も行い適切な声掛け
の指導を行っている。個人記録等は鍵
の掛かる場所に保管している。

年２回、避難訓練を行っている。そのう
ち１回は、消防署員の立会いで実施
し、夜間想定の避難訓練は行っていな
い。近隣住民の協力が得ることができ
るように働きかけている。近年、水害や
土砂災害が増えている為、マニュアル
を見直し研修を行っている。食糧や水、
ランタンや懐中電灯などを備蓄してい
る。

36 14

消防器具の点検は定期的に業者に委託し
行っている。消防訓練は年２回以上行
い、年１回は消防署員立会いの下行って
いる。土砂災害時の避難計画、消防計画
を作成し研修を行っている。

39

介護の方針の中で常に確認し合っている
内容であるが、職員の意識や実際の支援
ではばらつきがあるように感じている。

朝の更衣時に整容についても必要に応じ
て支援を行い、日を寝間着のままで過ご
さないようにしている。フロアの自席、
または居室で化粧する「お化粧タイム」
を設け、必要に応じ職員が支援してい
る。身だしなみやヘアカット、整髪、ヘ
アカラーは希望により実施できている。

35 13

入居者一人ひとりの人格を尊重し、日頃
から丁寧な言葉を使い、姓名でのよびか
けや失礼のない態度を心がけるよう指導
している。人権擁護の研修時に合わせ
て、適切な言葉かけの研修も行ってい
る。

日々の生活については意向の確認を確実
に行い、自己決定を尊重するように心が
けている。入居者様同士の会話やつぶや
き、ぼやきを聞き逃さないようにした
り、施設や職員に対しての希望要望を言
いやすい状況を創出し、特に入浴、食事
についての日々の快や不快は直接問いか
け快適な生活が送れるよう努めている。

近年、災害が増えてきている為、夜間想
定で避難訓練が行われることを期待す
る。



○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に
応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄パターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立に向け
た支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に応
じた予防に取り組んでいる

42

43 16

44

40 15

41

献立は栄養、味付け、色、形態、盛り付
けに工夫し、土鍋やホットプレートも使
い変化に富んだ食事を提供している。下
ごしらえや簡単な調理などを共に行うこ
ともある。台ふき、配膳、下膳、洗い物
など希望により行ってもらうこともあ
る。

水分摂取量を把握し、個々の排泄のパ
ターンに合わせてプライバシーに配慮
した声掛けで、トイレ誘導を行ってい
る。排便の確認が必要な利用者には
コールをしてもらい確認している。夜間
帯は、注意して物音や気配を感じ取
り、必要に応じてトイレ誘導を行ってい
る。

事業所菜園で収穫した野菜を調理した
り、料理にあった食器などを使用して見
た目にもこだわり、食欲が増すように工
夫している。利用者の誕生日には赤飯
で祝ったり、餅つきや鍋など季節に
合った食事を提供し、食べることに楽し
みが持てるように支援している。利用
者ができる台ふきや洗い物など、職員
と一緒に行っている。

食前には嚥下体操、食後には歯磨き、す
すぎの支援を行っている。義歯の方は
モーニングケア・ナイトケアの際に支援
を行っている。希望や必要に応じて歯科
受診してもらっている。

居室にトイレがあるため、便の状態が把
握しにくい現状にあり試行錯誤中であ
る。毎朝自己申告してもらっている。出
ていない場合は、芋、根菜類、牛乳、ビ
オフェルミン等個々の希望により対応し
ている。訪問看護時にお腹のはり、ガス
のたまり具合など観察をしてもらってい
る。摘便も行ってもらう。

水分補給は、記録をつけて１日1200ｃｃ
以上摂取を目標にしている。デザートに
果物や寒天ゼリーを毎食事に提供してい
る。医師から指示のある入居者様には、
野菜ジュース、バナナ等を別途提供した
り、摂取してはいけない食品の代替品の
提供を行っている。希望により牛乳やヤ
クルトの配達も利用している。

水分摂取の管理により、排泄パターンを
掴むようにしている。適切な声掛け、ト
イレ誘導により自尿を促している。排便
後にコールしてもらい便の状態のチェッ
クができている利用者様もある。



○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て入浴を楽しめるように、職員の都合で曜
日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応
じた入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよ
く眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や要領について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めてい
る

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の
支援をしている

46

45 17

個浴で入浴ができ、その特性を生か
し、湯温や湯量など利用者の好みに合
わせて入浴ができる。季節感が持てる
ようにゆず湯や菖蒲湯を取入れてい
る。また感染症予防に努めており、一
人終わるごとに湯をすべて入れ替え、
浴槽や浴室の床を洗浄している。入浴
を拒否する利用者には毎日声掛けし、
タイミングを見図って入浴ができるよう
に支援している。

昼寝の習慣の有無、自室でくつろぎた
い、居間でくつろぎたい等、個々のペー
スを見守っている。夜中の安眠について
は、ドアの開け閉めや隣室の物音などに
は職員が留意し対応を行っている。日中
のレクリエーション活動により心地良い
疲れを感じてもらえるように工夫を行っ
ている。

趣味や嗜好を大切にし、できることを自
発的にまたは、促すことにより水やりや
新聞たたみ等を行ってもらっている。

48

47

入居前のかかりつけ医やご家族様から情
報を得て、入居後のかかりつけ医、協力
医に引継ぎ、近くの調剤薬局から処方に
応じた指導を受けてスタッフがセッティ
ングし、確実に服薬してもらっている。
変化があれば都度、かかりつけ医への連
絡を行い、指示を受けている。

個浴により、湯温、湯量、入浴時間等、
好みに合わせている。浴槽は一人入浴の
都度洗浄を行い、清潔を保ち、感染症予
防に効果がある。目安としての入浴日は
決まっているが、ご本人様のタイミング
を尊重するようにしている。



○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸
外に出かけられるよう支援に努めている。
また、普段は行けないような場所でも、本
人の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援し
ている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
　共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

高齢化により外出できる利用者が少な
くなったため、日頃は事業所敷地内で
散歩をしたり、菜園の手入れができる
ように支援している。家族の希望があ
れば、福祉車両を貸出し、車いすの利
用者もスーパーマーケットに家族と一
緒に出かけることができるように支援し
ている。事業所近くの美容室の送迎や
選挙の付き添いなどを支援している。

食堂スペースと居間スペースに分け、
利用者の気分によりくつろぐことができ
るように配慮している。壁面に水墨画
や油絵等を飾り落ち着いた空間を意識
している。利用者が作った作品なども
展示している。採光の向きに合わせて
夏と冬ではテーブルやイスの配置など
を変えている。

敷地内、ウッドデッキでの日光浴、外気
浴、施設菜園の手入れを目的として外出
している。車での外出や、外食も行って
いる。週に１回程度は敷地内を散歩して
いる。外出を切望する方には１日複数回
外出の支援を行っている。

49 18

51

50

トラブル回避のため、同意を得ての立替
払い実施を原則としている。

携帯電話を使用できる入居者様には充電
の支援などを行っている。電話をかけた
い希望があれば、事業所の電話によりか
けてもらっている。施設にかかってきた
電話は取り次いでいる。手紙は居室に届
け、出したい場合の投函は支援してい
る。

机の配置換えや席替えを随時行ってい
る。季節の置物や製作物での飾りつけな
ど季節感を出し、花などを活け、入居者
様が見える場所に置いている。絵画や
書、創作物などを壁面に飾っている。

52 19

53

ソファや和室、屋外のベンチなどがあ
り、一人になれる場所、入居者同士がお
しゃべりできる場所を用意している。



○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
　建物内部は一人ひとりの「できること」
や「わかること」を活かして、安全かつで
きるだけ自立した生活が送れるように工夫
している

Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

居室にトイレがあることで排泄のプライ
バシーの確保ができている。ベッド、
カーテン、チェストなどを備え付けてい
るが、家具などの持ち込みは自由であ
る。利用者の心身の状態に合わせて
家具を配置し、転倒防止に努めるなど
居室内の安全にも配慮している。

54 20

55

58 利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る

それぞれの個室にトイレがあり、排泄に
関するプライバシーが保たれている。入
居前に使用していた家具等を持ち込んで
いただいている。レクでの作品やぬり
絵、カレンダー、ご家族の写真等を思い
思いで飾るなどしている。

入居者様手作りの日めくりを用いて、毎
朝日付の確認をしている。居室の入り口
やトイレに表示をするなどして生活しや
すいように工夫している。

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

60

56

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

職員は利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる

57

①毎日ある
②数日に1回ある
③たまにある
④ほとんどない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない



○

○

○

○

○

○

○

○

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

68
職員からみて利用者の家族等はサービスにおお
むね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

65
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどいない

62

61

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聞いており信頼関係がで
きている

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている

①ほぼ全ての家族と
②家族の３分の２くらいと
③家族の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない


